
厚生労働大臣が定める掲示事項等について 

 
 
 当院は、以下の事項について健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づき、東
北厚生局に届出を行って診療している保険医療機関です。 
 

【厚生労働大臣の定める施設基準の届出事項】 

  当院は、厚生労働大臣の定める以下の施設基準について届出をしています。 
 
 ○基本診療料の施設基準等に係る届出 
   ・一般病棟入院基本料７：１ 
  ・障害者施設等入院基本料１０：１ 
  ・新生児特定集中治療室管理料１ 
  ・新生児治療回復室入院医療管理料 
  ・臨床研修病院入院診療加算（協力型）
  ・救急医療管理加算 
  ・妊産婦緊急搬送入院加算 
  ・診療録管理体制加算 
  ・医師事務作業補助体制加算７５：１ 
  ・急性期看護補助体制加算２５：１（看
   護補助者５割未満） 
  ・特殊疾患入院施設管理加算（重心）  
 ・療養環境加算 
  ・重症者等療養環境特別加算 
  ・強度行動障害入院医療管理加算 
  ・医療安全対策加算１ 
  ・感染防止対策加算２ 
  ・患者サポート充実体制加算 
  ・ハイリスク妊娠管理加算 
  ・ハイリスク分娩管理加算 
  ・退院調整加算Ⅰ 
  ・新生児特定集中治療室退院調整加算 
  ・救急搬送患者地域連携受入加算 
  ・呼吸ケアチーム加算 
  ・後発医薬品使用体制加算１ 
 

 
 ○特掲診療料の施設基準等に係る届出 
  ・地域連携診療計画退院時指導料Ⅰ 
  ・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 
  ・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅱ） 
  ・薬剤管理指導料 
  ・医療機器安全管理料１ 
  ・ＨＰＶ核酸同定検査 
  ・検体検査管理加算（Ⅱ） 
  ・胎児心エコー法 
  ・神経学的検査 
  ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 
  ・無菌製剤処理料 
  ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）
  ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
  ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） 
  ・障害児（者）リハビリテーション料 
  ・一酸化窒素吸入療法 
  ・ペースメーカー移植術  
  ・医科点数表第２章第10部手術通則第５ 
  号及び第６号に掲げる手術 
  ・麻酔管理料Ⅰ 
  ・輸血管理料Ⅱ 
 
  ・入院時食事療養費（Ⅰ） 
  ・食堂加算 
 
 

 

１．入院に関するサービスの提供内容 

（１）入院施設に関する事項 
    ① 一般病棟（一般病棟入院基本料７：１） 
   ・ 第６病棟                     ・・・・・ ４４床 
      ・ 周産期母子医療センター 
           （新生児特定集中治療室管理料にかかる病床 12 床、新生児治療回復室にかかる 12 床を除く）  ・・・・・ ２２床 
    ② 新生児特定集中治療室 
   ・ 周産期母子医療センター（ＮＩＣＵ）       ・・・・・ １２床 
  ③ 新生児治療回復室 
   ・ 周産期母子医療センター（ＧＣＵ）        ・・・・・ １２床 
    ④ 障害者病棟（障害者施設等入院基本料１０：１） 
   ・ 第１病棟                     ・・・・・ ５０床 
      ・ 第１わかくさ病棟               ・・・・・ ４０床 
      ・ 第２わかくさ病棟               ・・・・・ ４０床 
      ・ 第３わかくさ病棟               ・・・・・ ４０床 
 

（２）看護に関する事項         
     当院で届出を行っている基準は、以下のとおりです。 
  ① ７対１看護：一般病棟（第６病棟、周産期母子医療センター） 
    当院では、１日に１６名以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 
 ・朝８時３０分～夕方１７時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は９人 
  以内です。 
 ・夕方１６時３０分～深夜１時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 
  ２２人以内です。 
 ・深夜０時３０分～朝９時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２２人 
  以内です。 



    ② １０対１看護：障害者病棟（第１病棟・第１・２・３わかくさ病棟） 
     当院では、１日に１２人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 
 ・朝８時３０分～夕方１７時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は１０人 
  以内です。 
 ・夕方１６時３０分～深夜１時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は 
  ２５人以内です。 
 ・深夜０時３０分～朝９時１５分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２５人 
  以内です。 

    ③ 当院においては、患者さんの負担による付添看護は行っておりません。 
 

２．療養に関する事項 

（１）生活療養に関する事項 
   当院は食事の内容の向上並びに温度、照明及び給水等に関し適切に管理しています。 

（２）入院時食事療養に関する事項 
     当院は、入院時食事療養Ⅰ及び栄養管理実施に関する届出を行っており、栄養管理士によって 
 管理された食事を適時（夕食については午後６時以降）、適温で提供しています。 
      入院中の食事については、１食あたり２６０円（低所得者２１０円、１６０円、１００円）の 
 負担が必要です。この食費負担を食事療養標準負担額といいます。 
 

３．手術に関する事項 

    「特掲診療科の施設基準」（平成２２年厚生労働省告示第６９号）により該当する手術の実施件 
数は、以下のとおりです。（平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日） 
  ○区分１：・肺悪性腫瘍手術等 ０件 
  ○区分２：・靱帯断裂形成手術等 １件、・水頭症手術 ０件、 
   ・子宮附属器悪性腫瘍手術等 ０件 ・子宮鏡下子宮内膜焼灼術 ０件 
  ○区分３：・バセドウ甲状腺全摘(亜全摘)術（両葉）０件 
  ○区分４：・腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側） ５件 ・腹腔鏡下噴門形成術 ０件  
   ・腹腔鏡下虫垂切除術 １件 ・子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（腹腔鏡によるもの） ５件 
   ・腹腔鏡下子宮内膜症病巣除去術 ０件 ・腹腔鏡下子宮筋腫摘出（核出）術 １件 
   ・子宮附属器癒着剥離術（両側）（腹腔鏡によるもの） ０件 
   ・卵巣部分切除術（膣式を含む）（腹腔鏡によるもの） ０件 
   ・卵管口切開術 ０件 ・腹腔鏡下多嚢胞性卵巣焼灼術 ０件 ・卵管全摘術 ０件 
   ・卵管腫瘤全摘術 ０件 ・子宮卵管留血腫手術（両側）（腹腔鏡によるもの） ０件 
   ・腹腔鏡下卵管形成術 ０件 ・子宮外妊娠手術（腹腔鏡によるもの） １件 
    ○その他区分：・人工関節置換術 ０件 
 

４．医学管理料に関する事項 

（１）ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）及びハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅱ）の届出において、 
 連携保険医療機関と共同医学管理を行っております。 
   （連携医療機関については別紙一覧表をご覧ください） 
（２）ハイリスク分娩管理について 
   当院における年間分娩件数（平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日）は６３９件と 
  なっております。また、医師は３人、助産師は１７人が勤務しています。   
 

５．保険外サービスの提供及び保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が 

  定める内容 

   保険外サービスとして、健康診断や予防接種、診断書料等、また、保険外併用療養費（選定療 
 養）に係る厚生労働大臣が定める基準として、初診料、特別の療養環境の提供等がありその使用    
量、利用回数に応じた実費の負担をお願いしています。内容については、別記「各種料金のご案    
内」に掲示しております。 
   なお、衛生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」につい  
  ての費用の徴収、「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は、一切行っておりません。 
 

※ 不明な点などがございましたら、総合受付までお申し出願います。 


